
アグロ カネショウ 土壌分析結果

[ 総合所見　]

・pH(H2O)は適正です。

・交換性苦土が不足しています。

・石灰と苦土、苦土と加里の塩基バランスが大きく崩れています。

・有効態リン酸が過剰です。

[本結果に対する問い合わせ先] e-mail : dojobunseki@agrokanesho.co.jp / Tel : 0296-21-3108 / Fax:0296-21-3109

アグロ カネショウ株式会社の土壌分析室では、「土壌診断分析研究会」による手合わせ分析を実施しています。
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本土壌診断の評価システムは、東京農大式土壌診断システムみどりくん®を使用しています。
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アグロ カネショウ 土壌分析結果　線虫　診断書
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およその密度 **
被害の発生しやすさ分析値

(単位：Ct) *
対象線虫

321

サツマイモネコブセンチュウ

キタネグサレセンチュウ

キタネコブセンチュウ

ダイズシストセンチュウ

ミナミネグサレセンチュウ

●

* リアルタイムPCR法での分析結果。分析は実用技術開発事業（21008）線虫診断・防除マニュアルを使用。Ct値の意味は別紙参照。

** Ct値からの換算値

・分析結果

・分析値 (密度) について

・防除・対策 について

圃場名 土壌採取日サンプル番号受付番号

202５/●/● ●●●●● ●●●

受付日

生育・被害発生状況

ナスピーマン

対象作物 使用した土壌処理剤

被害の発生しやすさ

1 2 3

線虫は検出されませんでした。線虫

を増やさないための対策を行って下

さい

線虫が検出されました。防除の目安未

満の密度ですが、線虫を増やさない

ための対策を十分に行って下さい。

線虫が検出されました。高密度のた

め、防除が必要です。

[本結果に対する問い合わせ先] e-mail : dojobunseki@agrokanesho.co.jp / Tel : 0296-21-3108 / Fax:0296-21-3109
アグロ カネショウ株式会社の土壌分析室では、「土壌診断分析研究会」による手合わせ分析を実施しています。

30.8

3１.6

検出限界未満

100頭/20g乾土

1０頭/20g乾土

検出限界未満

可能であれば植付前の土壌消毒（太陽熱消毒やD-D等）の実施や、定植前の線虫剤（ネマキック等）の処理を行う。

栽培終了後の根の残渣は早めに圃場外に持ち出し処分する。

雑草も寄生植物となる可能性があるため、除草する。

抵抗性品種を栽培する。

連作を避け、別の作物を輪作する。

線虫密度を抑制する緑肥作物（ソルガムやクロタラリア、ライムギやエンバク野生種等）を栽培する。

サツマイモネコブセンチュウ

キタネグサレセンチュウ

防除の目安以上の密度です。圃場でも線虫被害が疑われるとのことで、次作でも被害が発生す

る可能性があります。

防除の目安以上の密度です。ナス・ピーマンに生育不良を引き起こすほどのではありませんが、

ネグサレセンチュウは土壌病害の発生を助長する可能性があるため、注意が必要です。

キタネコブセンチュウ 検出されませんでした。

　A圃場 202５/●/●

無
生育やや不良。前作で根にこぶあり。ネコブセンチュウ被害が疑われる。

　　　ナス
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